
自営線

自営線

※環境価値をA,B,Cそれぞれに行った電力量に紐づき帰属させる（証明（特にCに帰属したこと）が困難なことはやむを得ない）

電力の供給を受けて使用した者A

（今回のケースでは設置者）

60kWhの電力を使用

電力の供給を受けて使用した者B

20kWhの電力を使用

電力の供給を受けて使用した者C（不特定多数）

20kWhの電力を使用

需要家

太陽光発電設備

（住宅の屋根）100kWh

住宅

40kWh供給

隣接店舗

20kWh供給

不特定多数の建物等

20kWh供給

電力会社線

別荘

20kWh供給


